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は し が き

本研究は,平成4年(1992年)の春頃に神谷君が見つけてきた2喝訂の論文(1956)から飽和した多

孔質体へ空気を圧入する方式の装置を試作して間隙径分布を計測し始めたことに端を発している.

これを｢空気圧入法｣と称しているが,砂質土の間隙を毛管の集合体とみなす原理に基づく.こ

れにより計測された間隙径は粒度と密接な関係をもつと同時に,注入工法における注入材粒度の

適正な指標が研究可能となった.この視点から実施した研究成果であるが,また別に推進工法に

おける注入滑材効果を調べるためのリングせん断試験が不十分に終わったが,注入材粒度につい

ての基礎的な研究として,空気流による注入実験で指針となる成果が挙げられたことを報告する.

読者諸氏のご批判をお願いする次第である(宇野記す).
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